
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年4月号 

 

緊急性が認められない救急要請が増えています。 

東京消防庁では、１１９番通報で救急車の要請を受けると、対応可

能な最も近くの救急車を出場させています。救急要請が増加すると

近くの救急車が全て出場中となり、遠くから救急車が駆け付けるた

め、到着まで時間がかかることになります。このような状態が続くと、

心筋梗塞や脳卒中、交通事故で大けがした人など少しでも早く病院

にいく必要のある緊急の患者さんの到着を遅らせることになります。 

救急車を本当に必要とする人のために。 
みなさんのご理解とご協力をお願い致します。 

救急車を呼ぶ前に、 

その電話が本当に 

緊急なのか考えよう！ 

病院へ行く？救急車を呼ぶ？ 

急な病気やケガで迷ったら・・・ 

 

  
 

急病やけがで「今すぐ病院に行ったほうがいいのかな？」、「救急車を呼んだ
ほうがいいのかな？」など迷った際の相談窓口として、「東京消防庁救急相談セ
ンター」を開設しています。（２４時間・年中無休対応） 
受付番号＃７１１９は携帯電話、ＰＨＳ、プッシュ回線からご利用いただけ

ます。その他の電話、または繋がらない場合、２３区は０３（３２１２）２３
２３、多摩地区は０４２（５２１）２３２３からご利用ください。 

 

 

    



 

 

 

 

 

東日本大震災において都内で発生した火災の多くが家具類の転倒・落下・移動によるものでした。 

ストーブや水槽ヒーターなどの熱を発する器具に家具類が転倒等をした場合だけでなく、ストーブ等に収

容物が落下することでも火災が発生する危険があります。 

＜東日本大震災での出火例＞ 

○ 本棚が倒れ、本が電気ストーブに落下し出火 

○ 電気スタンドが倒れ、布団に接触し出火 

○ 落下物が、家電製品のスイッチに接触し、スイッチが入り出火 

転倒・落下・移動防止器具は下図のように、いくつかの種類があります。 

穴をあけたくない家具の場合、例えばタンスなどは、つっぱり棒とストッパー式（もしくマット式）を組

み合わせて設置することで、効果の大きい L 型金具と同等の効果が得られます。それ以外にも、大きなホ

ームセンターなどには、穴をあけることなく設置し、固定できる器具も多く販売されていますので、ぜひ一

度足を運んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先   城東消防署 ３６３７－０１１９   東砂出張所 ３６４０－０１１９ 

大島出張所 ３６３６－０１１９   砂町出張所 ３６４８－０１１９ 

３月中の主な火災 

発生日 発生場所 火災程度等 

3/1 新木場 建物 ぼや 

3/14 大島 建物 部分焼 

3/19 亀戸 建物 ぼや 

3/22 大島 建物 ぼや 

3/23 北砂 建物 ぼや 

3/30 大島 建物 ぼや 

 

令和５年城東消防署管内の災害状況 
（令和５年３月３１日現在） 

災 害 種 別 等 件 数 

火 災 件 数 １５件 

火 災 に よ る 死 者 １人 

火 災 に よ る 傷 者 ２人 

焼 損 床 面 積 ７１  

救 助 件 数 １５２件 

救 急 件 数 ４２６２件 

救 急 搬 送 人 員 ３５４４人 

 


